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12. はじめに 
わたしたちは、卒業論文や修士論文作成時に多くの論文を読み、それらを参考にしたり、引
用したりする。引用した文章の後ろには著者名、出版年を記さなければならないし、最後に参
考文献・引用文献としてリストにしなければならない。リスト作成時に規程の書き方に沿って
ひとつひとつ書くことはとても大変な作業である。その論文執筆時の参考文献リストを、イン
ターネット上で作成でき、自由に書き換え可能である便利な文献管理ツールがある。それは
RefWorks１）と呼ばれるウェブサービスである。 
久留米大学はRefWorksと契約しているので、インターネットが使用できる環境で、メール
アドレスを持っていれば誰でも登録ができ、学内だけでなく自宅など、どこでも無料で利用で
きる。ただし、学外からアクセスする際には、グループコードが必要となる。この RefWorks
を使用すれば、Web 上で見つけた論文のタイトルなど、論文の情報を簡単に保存できる。さ
らに、RefWorks のツールを使用して、自分の参考文献リストを作成することができる。論文
も自由に整理、保存をすることができるので必要なものだけを取っておくことができるなど、
管理もしやすい。 
そして“Write-N-Cite”をインストールすると、引用したい論文のタイトルなどをWordで文
章を書きながら引用することが可能である。また、作成した参考文献を、Word 上で論文に記
入する参考文献リストとして、書き込むことも簡単にできる。RefWorks に論文の著者と出版
年、タイトルを保存しておけば、印刷した論文から手入力で参考文献リストを作成したり、引
用した文章の後ろに著者名、出版年を入力しなくても、Word で文章を書いている途中でワン
クリックすると入力することができるので、論文執筆をスムーズに行うことができる。参考文
献リストは、多数の投稿規程フォーマットに設定して出力することが可能である。そのため自
分の書いている論文の参考文献の投稿規程書式を設定しておく必要がある。 
本編では、RefWorks のアカウントの取得方法、RefWorks に文献を引用する方法、Write-N-Cite
のインストール方法、参考文献の作成方法、を紹介することとする。普段、私たちが論文を探
すインターネット上のサイトとして使用すると思われる CiNii と J-STAGE から論文を引用す
る方法を紹介する。 
 
１）RefWorks は、ProQuest LLC の登録まはた登録商標です。 
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13. RefWorks について 
2.1RefWorks のアカウント取得 
久留米大学御井図書館のホームページを開き、 
その他の学術研究用ツールのRefWorks をクリックする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
クリックするとこの画面が表示される。 
 
＜初めて使用する場合＞ 
 
 
 
“新規アカウントを申し込む” 
をクリックする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
クリック 
クリック 
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 “アカウントを作成”が表示されたら、必要事項を入力する。 
・メールアドレス：学内メールのアドレスや自分のパソコンのアドレスなど 
・メールアドレスの再度入力 
・ログイン名：特に指定はないので忘れないようなもの（例：情報教育センターのログイン
名と同じなど） 
・パスワード：４文字以上入力、忘れないようなもの。 
・パスワードの再入力 
全てに入力したら、“次へ”をクリックする。 
 
 
 
・お名前：（漢字、ローマ字どちらで                         
もよい） 
・関連分野：自分の興味のある分野を 
選択する。 
・ユーザータイプ： 
大学生→Undergraduate Student 
大学院生→Graduate Student を選択する。 
・ここに表示されている数字を下の四角の中に
入力する。（別の数字に変えたい場合は、数字
の横にある   
をクリックすると数字を変更できる。） 
入力が終わったら、“アカウントを作成”をクリックする。 
そのあと、この画面に切り替わり、アカウントの取得ができたことになる。 
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アカウント作成時に入力したアドレスに下記のようなメールが届くので、確認する。 
ユーザー名やログイン名、パスワードが記載されているので、 
また学外からアクセスする場合は“グループコード”が必要になるので大切に保管する。 
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＜アカウント取得済みの場合＞ 
 
・ログイン名 
・パスワード 
を入力しログインを 
クリックする。 
                           
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ログインできると、この画面が表示される。 
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2.2 RefWorks に文献を登録する 
 ＜CiNii の場合＞ 
 
   
論文を検索し、自分の興味のあるものが見つかったら、左側にある□にチェックを入れる
（複数選択可能）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
“新しいウィンドウで開く”を“RefWorks に書き出し”に変更して実行をクリックする。 
RefWorks につながり、この画面が表示される。 
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これで、CiNii からの取り込みは完了である。 
 
 
 
＜J-STAGEの場合＞ 
論文を検索し、Refworksにインポートしたい論文をクリックする。 
そして書誌情報画面を表示する。 
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記事ツールにある”書誌事項をダウンロード”の”RIS”をクリックする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
”保存”の中から”名前を付けて保存”をクリックし、保存する。 
保存ができたら Refworks にログインをする。 
 
 
 
 
 
 
クリック 
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レコードから“インポート”をクリックする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
テキストファイルからの“インポートフィルタ /ーデータソース”と“データベース” 
それぞれに“RIS Format”を選択する。 
 テキストファイルを選択には、保存した論文のRIS ファイルを選択、 
エンコードには“UTF-８”を選択する。 
 すべて選択出来たら“インポート”をクリックする。 
 
 
 
これで、J-STAGEからの取り込みは完了である。 
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CiNii と J-STAGE から取り込んだ論文のレコードは上記のように登録される。 
 
 
 ＜登録した文献を整理する場合＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
削除したい場合は、×をクリックする。 
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 いくつかの論文をひとつのフォルダにまとめたい場合は、 
左側にある□にチェックを入れて、フォルダの作成をクリックし、 
フォルダ名を入力して作成をクリックする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
フォルダの整理及び共有の中に、フォルダが作成される。 
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2.3 Write-N-Cite のインストール方法 
（2013 年 12 月 20 日現在、久留米大学の PC にはインストールされていないので、自分の PC
などにインストールしてください）  
 
 
ツールからWrite-N-Cite をクリックする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
クリックするとこの画面が表示される。 
自分のPC のOS およびWordのバージョンに応じて、適切なバージョンのWrite-N-Cite をダ
ウンロードする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
クリック 
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 名前を付けて保存を選択し、デスクトップに保存する。 
 保存ができたら、右のアイコンがデスクトップに表示される。 
 これをクリックすると、以下のような画面が出てくるので 
Next をクリックしていく。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
クリック 
クリック 
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Yes をクリックすると 
この画面が表示されるので、 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
アカウントを作成した際のメールに記載されているグループコードを入力し、 
ログイン画面をクリックする。 
次にログイン名、パスワードを入力しログインをクリックする。 
ログインするとレコード一覧が表示される。 
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2.4 参考文献の書き方 
＜出力フォーマットの設定＞ 
参考文献から、“出力フォーマット管理ツール”をクリックする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 次に、この画面が表示される。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
出力フォーマット一覧の中から、自分の学問分野で使用されている出力フォーマットをお気
に入りに追加する。 
心理学科の学生は、心理学研究、APA５th、６thをそれぞれ   でお気に入りに追加する。 
追加できたら、右上の×で画面を閉じる。 
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＜参考文献の引用＞ 
 Word で卒業論文や修士論文の文章を書きながら、引用することができる。 
 
 Word の“アドイン”の“Write-N-Cite”をクリックする。 
 
 
ログイン画面が出てくるので、必要事項を入力しログインする。 
ログインするとこの画面が表示される。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 論文執筆時に引用した論文の文章の後にカーソルを合わせて“引用する”をクリックすると、
以下のように入力される。 
 
 
さらに引用したい場合には同様にカーソルをもっていき、引用した論文の“引用する”をク
リックする。 
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 そして、参考文献をクリックする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
自分の学問分野で使用されている出力フォーマットに変更し、参考文献の生成をクリックする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
この画面が表示されると、Word に次のように引用文献が入力される。 
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Write-N-Cite を使用して引用文献を作成した場合、現時点では上記のように表示されるので細
かい修正が必要な所は、各自で行う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
14. まとめ 
今回、上記のような方法で、卒業論文や修士論文においての参考文献・引用文献の引用の
仕方、リストの作成方法を紹介した。RefWorks は、登録をしてアカウントを作り、インター
ネットが使用できる場所であればどこでも誰でも使用することができる。また、論文の投稿規
程フォーマットをきちんと設定していれば、論文執筆がスムーズに効率よく進むため、とても
便利なウェブサービスである。このRefWorks を利用することで、少しでもみなさんの卒業論
文や修士論文の作成時に役立つことができれば幸いです。 
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